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大江戸線延伸の実現をめざし要望書を提出 

～早期事業化に向け東京都へ３項目を要請～ 

と き １１月２０日（木）提出 

２０日、前川燿男練馬区長（大江戸線延伸促進期成同盟会長）は区民、区議会議員とともに東

京都庁を訪れ、大江戸線の早期延伸に関する要望書を提出した。具体的な３項目を要請するのは、

今回がはじめてである。 

前川区長は、現在、都が進めている総合的な交通政策のあり方検討会について触れたうえで、

「大江戸線延伸は、東京圏全体の安全で良質な都市生活基盤の形成に欠くことのできない鉄道路

線であり、その実現が練馬区民の悲願でもある」と早期の事業化を要望した。 

対応した前田副知事は「練馬区と関係部局の間で議論を一層進めていきたい。そして、皆様の

ご支援ご尽力を賜りながら、都としても取り組みを進めていきたい。」と話した。 
 

 
前田東京都副知事へ要望書を手渡す前川区長  

【要望要旨】 

早期の事業化を要望し、その実現のため、以下の３点を進めるよう要請した。こうした３項目を要請

するのは、今回がはじめてである。 

・事業化の意思を明確にすること。そのうえで、交通政策審議会において、優先的に整備すべき路線

として位置付けられるよう働きかけること。 

・大江戸線の導入空間となる都市計画道路補助230号線を事業認可期間内に事業が完了するよう努め

ること。 

・事業化に向けて、練馬区と実務的な協議を進めること。 

 

【要望書】 別紙資料のとおり 

 

【これまでの取り組み】 

 大江戸線の光が丘から大泉学園町への延伸は、平成12年、運輸大臣（現国土交通大臣）の諮問機関で

ある運輸政策審議会（現交通政策審議会）において、「2015年までに整備着手することが適当な路線」と

して位置づけられている。また、交通政策審議会は本年４月、改めて国から「東京圏における今後の都市

鉄道のあり方について」の諮問を受け、平成27年度中に答申を取りまとめる予定で議論を進めている。 

練馬区は、大江戸線延伸の早期実現を区政の重要課題の一つとし、昭和63年に地域住民・区議会・区

が一体となった「大江戸線延伸促進期成同盟（会長 前川燿男練馬区長）」を設立し、促伸促進活動に取

り組んでいる。 

大江戸線の導入空間となる補助230号線は、笹目通りから大泉学園通りまでの全線が事業化され、既に

一部開通している。また、土支田中央土地区画整理事業の工事は完了し、駅前広場の用地も確保している。 

 

【問い合わせ】都市整備部 大江戸線延伸推進課 大江戸線延伸推進担当係 電話03-5984-1584 



（写） 

都営地下鉄大江戸線の早期延伸に関する要望書 
 

 

都営地下鉄大江戸線の大泉学園町までの延伸は、平成 12 年（2000 年）の運

輸政策審議会答申第 18号において「少なくとも目標年次(2015年)までに整備着

手することが適当である路線」として位置付けられていますが、現在のところ

事業化に至っておりません。 

現在、東京都では、東京圏の鉄道ネットワークのあり方を含めて総合的な交

通政策の検討を行っているとのことですが、私たちは、都営地下鉄大江戸線は、

乗降客数が増加を続けており、今後も鉄道ネットワークにおける重要な機能を

担っていく路線であると認識しています。都営地下鉄大江戸線の大泉学園町ま

での延伸は、こうした機能をさらに高めていくことに資する事業になり得るも

のと考えています。加えて、延伸地域は、関越自動車道と外かく環状道路が整

備されており、災害時には、これらの高速道路と都営地下鉄大江戸線が連携し

て、都心部への救援活動を可能にするなど、防災対策の向上も期待できます。 

また、東京都区部における残り少ない鉄道空白地域である練馬区北西部地域

の利便性を大きく改善し、練馬区の今後の発展と東京圏の鉄道ネットワーク完

成に資するものであります。 

都営地下鉄大江戸線の大泉学園町までの延伸は、東京圏全体の安全で良質な

都市生活基盤の形成に欠くことのできない鉄道路線であるとともに、その実現

が練馬区民の悲願でもあり、改めて都営地下鉄大江戸線延伸の早期の事業化を

要望いたします。 

その実現のため、以下 3点を進めていただくようお願いいたします。 

 



記 

 

 １ 都営地下鉄大江戸線の大泉学園町までの延伸における必要性や整備効果

を十分に踏まえ、事業化の意思を明確にすること。そのうえで、国の諮

問機関である交通政策審議会の答申では、優先的に整備すべき路線とし

て位置付けられるよう働きかけること。 

 

２ 大江戸線の導入空間となる都市計画道路補助 230 号線の用地取得を速や

かに進め、事業認可期間内に事業が完了するよう努めること。 

 

３ 事業化に向けて、練馬区と実務的な協議を進めること。そして、平成 27

年度には「東京都環境影響評価条例」に基づく環境アセスメント手続きを

開始するなど事業化手続きを進めること。 

 

 

 

平成 26年 11月 20日 

 

 

大江戸線延伸促進期成同盟 

会長（練馬区長）  前 川 燿 男 

 

 

 

東京都知事  舛 添 要 一 様 


